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広木詔三先生を送る
塚本  倫久
（愛知大学国際コミュニケーション学会々長）
2015年 3月 31日をもって愛知大学国際コミュニケーション学
部広木詔三教授が定年退職されることになりました。広木先生は
名古屋大学情報科学研究科をご退職と同時に、2008年 4月に愛知
大学にご着任いただき、7年間にわたり地球環境問題、環境の科学、
生態学など自然科学分野の共通教育科目及び国際コミュニケー
ション学部の演習科目、卒業研究をご担当いただきました。国際
コミュニケーション学会を代表して感謝の言葉を述べさせていた
だきます。
20年ほど前、友人のニュージーランドの気象学者から近い将来、
地球温暖化が進み気温が 2，3度上昇するだけで高齢者をはじめ
病弱者に深刻な影響が出るという話を聞いたことがありますが、
それはいまや現実のものとなり、東日本大震災以降、原子力発電
の問題をはじめとするエネルギー問題の在り方は、われわれひと
りひとりが深刻に受け止めるべき事柄になっています。広木先生
の講義ではこれからの時代を生きていく学生に対して、シラバス
v
の冒頭で次のように述べておられます。「現代の文明社会が直面
しているグローバルな地球環境問題は人間社会の政治・経済と密
接にかかわりがあり、人文科学を学ぶ上での基礎となりうる。」
文科系学生がなぜ自然科学を学び、それらの問題を考えなければ
ならないのかが、簡潔な文の中にまとめられています。動物や植
物の生態やそれらの環境とのかかわり、さらに森林と人間の関係
を学ぶことから見えてくる現代社会が抱える問題を単なる知識と
してではなく、一個人としても考えていく必要があることを学生
に伝える貴重な講義であったことが、シラバスからもよくわかり
ます。
広木先生はご専門の森林生態学、ブナ科の生態学的研究などの
分野においても、しばしばフィールドワークにお出かけになり、
学会発表やご講演、愛知大学一般教育研究室発行の『一般教育論
集』には、ほぼ毎回樹木の生態に関する論文を寄稿されています。
そのような先生のご研究について、私自身も先生からもっとお話
を伺う機会があればよかったと悔やまれます。名古屋と豊橋の両
校舎で授業を掛け持ちされるお忙しい毎日で、ゆっくり国際コ
ミュニケーション学部の先生方と歓談する時間もなかったのでは
ないかと、申し訳なく思っております。
国際コミュニケーション学部では演習科目もご担当いただき、
環境問題などをグローバルな視点で考え、卒論指導にも携わって
いただきました。国際コミュニケーション学部、そして愛知大学
全学部の教育に多大な貢献をいただき、改めて感謝申し上げます。
今後もご自愛くださり、ますますご活躍されますよう、心から
お祈り申し上げます。
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